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＜よるべさの理念＞	
 

・その本人の存在感が最期までそこにある暮らしを支援する	
 

・その人らしく最期まで生ききる暮らしを支援する	
 

・楽しく、明るく地域の方とともに地域の中にあり続ける	
 
 

新年度です。おかげさまでよるべさは今年で５歳になります。	
 

今年も楽しい企画を予定していますので皆様のご参加お待ちしています	
 

ぴかぴかの一年生	
 

みゆき保育園で卒園式が行われました。楽しい学校生活を送って下さい。	
 

新人職員紹介します	
 （向かって右）	
 

宗形	
 麻里（むねかた	
 まり）ｈ10.2.27 生まれ	
 

旭川市出身（18歳）	
 

管理者	
 蔵前の姪になります。	
 

現在、管理者宅に同居中。近々運転免許を取得予定。	
 

これから自治区の行事等参加しますのでご指導下

さい。よろしくお願い致します	
 

よろしく!(^^)!	
 

お願いします	
 



	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 
  

  

  

  

  

  

スマイルホームえんは具合が悪い時やひとりで心配な時、ちょっと人と話すと落ち着きませんか？

そんな時にもご利用ください。お医者さんにかかるほどでもないか、ちょっと聞きたいなど遠慮な

く相談してください。また、現在介護をしておられる方の困りごと相談なども受付けています。２

４時間３６５日、いつでもお気軽に連絡してください。  

電話：38-2323   幌加内町字朱鞠内   NPO法人   よるべさ        

小規模多機能型居宅介護事業所   スマイルホームえん  

＜運営推進会議   報告＞3 月 14 日（月曜日）よるべさにて
開催  
～外部評価を行いました～  

＜外部評価とは＞実施ガイドより抜粋  

厚生労働省の示す運営基準の中で「事業所は提供するサービスの質を自ら評価するとともに、

定期的に外部の者による評価を受けて、それらの結果を公表すること」が義務付けられています。

サービス評価の目的は、質の確保・向上に資するものです。  

「定期的に外部の者による評価」を市町村や地域包括支援センター等の公正・中立な立場にあ

る第三者が出席する運営推進会議で行うものです。自己評価を運営推進会議で報告し検討しまた

地域からの意見を募るものです。  

＜スマイルホームえんサービス外部評価＞６項目の中より抜粋  

1. 事業所と地域の関わり  

意見＞職員が分かる人と分からない人がいる。  

改善＞老人クラブ・地域行事に参加する。新人を紹介する機会を作る  

2. 運営推進会議を活かした取り組み  

意見＞運営推進会議自体がまだよくわからない。  

どのような利用者さんがいるかの基本情報なども知らない方がいる  

改善＞地域全体の事例検討が出来る様に心掛ける。  

地域の見守りネットワークを完成させる  

※詳細はよるべさホームページ内で閲覧できます。  

＜追悼   山口いと様へ＞  
よるべさが始まってからずっと一緒に歩んできたいとさん  

ビーズ通しが大好きだったいとさん  

あなたから教えられたことはとてもたくさんあります  

あなたに癒されたことは数え切れません  

いとさんに会えなくなったことはとても寂しいけど私はあなたをずっとずっと忘れません  

ありがとうございました                 

管理者   蔵前直美  


